
 

国国
やや
北北
海海
道道
なな
どど
にに
要要
望望
書書
をを
提提
出出
！！

〜〜
全全
道道
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
大大
会会
北北
斗斗
大大
会会
のの
要要
望望
事事
項項
〜〜

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
全
道
身
体

障
害
者
福
祉
大
会
で
審
議
・
採
択
さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
十
二
月

四
日
に
開
催
さ
れ
た
同
大
会
推
進
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
十
二
月
十

七
日
に
国
な
ど
の
関
係
機
関
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

要
望
先
及
び
要
望
事
項
は
次
の
と

お
り
。

〔
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
〕

一

「
障
が
い
者
の
権
利
に
関
す
る

条
約
」
を
早
期
に
批
准
し
て
く
だ

さ
い
。

二

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
創
設

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
施
設
整
備

費
用
に
つ
い
て
は
国
に
よ
る
責
任

あ
る
補
助
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
北
海
道
知
事
あ
て
〕

一

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
を

創
設
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
施
設

整
備
費
用
に
つ
い
て
は
国
に
よ
る

責
任
あ
る
補
助
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

二

北
海
道
（
支
庁
）
主
催
の
講
演

会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
聴

覚
障
が
い
者
や
視
覚
障
が
い
者
が

参
加
し
て
も
情
報
取
得
で
き
る
よ

う
、
主
催
者
で
要
約
筆
記
者
、
手

話
通
訳
者
、
点
字
資
料
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

三

病
院
で
の
順
番
待
ち
の
際
に
、

聴
覚
障
が
い
者
に
も
分
か
る
よ
う

待
ち
状
況
、
所
要
時
間
、
名
前
、

番
号
等
の
情
報
に
つ
い
て
、
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
等
に
よ
る
視
覚
的
表
示

を
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

四

自
ら
移
動
す
る
こ
と
が
困
難
な

障
が
い
者
が
投
票
所
へ
行
く
に
当

た
り
、
必
要
な
場
合
は
自
治
体
の

責
任
で
交
通
手
段
を
確
保
す
る
よ

う
制
度
化
し
て
く
だ
さ
い
。

五

す
べ
て
の
選
挙
に
お
け
る
候
補

者
の
政
見
や
政
党
の
公
約
な
ど
の

情
報
に
つ
い
て
、
視
覚
障
が
い
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
そ
の
全
文
の
点

訳
、
音
訳
、
文
字
の
拡
大
化
及
び

活
字
読
み
上
げ
装
置
に
対
応
し
た

文
字
の
コ
ー
ド
化
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

六

情
報
交
換
に
よ
り
、
視
覚
障
が

い
者
向
け
の
地
域
生
活
支
援
事
業

の
実
施
に
様
々
な
地
域
間
格
差
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
が
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
格
差
の
実
情
を
把
握

す
る
と
と
も
に
そ
の
情
報
を
入
手

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

七

北
海
道
に
お
い
て
、
障
が
い
者

が
参
画
す
る
形
で
、
障
が
い
者
の

差
別
を
禁
止
す
る
条
例
を
早
期
に

制
定
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
北
海
道
公
安
委
員
会
委
員
長
あ
て
〕

一

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の

交
付
対
象
の
変
更
に
伴
い
対
象
外

と
な
っ
た
平
衡
、
下
肢
、
体
幹
等

の
障
が
い
者
を
従
来
ど
お
り
対
象

と
し
て
く
だ
さ
い
。

二

視
覚
障
が
い
者
が
健
常
者
と
と

も
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
タ
ン
デ
ム
自

転
車
の
公
道
の
通
行
を
認
め
て
く

だ
さ
い
。

〔
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
あ
て
〕

一

障
が
い
者
に
対
す
る
有
料
道
路

料
金
割
引
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

登
録
車
両
に
対
し
て
で
は
な
く
対

象
障
が
い
者
の
乗
車
し
て
い
る
車

両
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
手

帳
の
提
示
だ
け
で
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
宗宗
谷谷
支支
庁庁
管管
内内
猿猿
払払
村村
））

〜〜
会会
員員
個個
々々
がが
積積
極極
的的
にに
参参
加加
すす
るる
ここ
とと
をを
基基
本本
にに
活活
動動
〜〜

第
四
十
五
回
目
と
し
て
紹
介
す
る

協
会
は
、
日
本
最
北
端
の
村
で
、
村

と
し
て
は
道
内
一
広
い
面
積
（
五
九

〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
有
し
、

幻
の
魚
イ
ト
ウ
が
繁
殖
可
能
な
唯
一

の
河
川
と
言
わ
れ
る
猿
払
川
が
流

れ
、
活
ホ
タ
テ
や
牛
乳
・
バ
タ
ー
で

有
名
な
猿
払
村
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
（
熊
谷
信
義
会
長
）
で
す
。

同
協
会
は
宗
谷
支
庁
支
部
設
立
か

ら
一
年
後
の
昭
和
三
十
五
年
六
月
に

猿
払
分
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

当
時
は
農
業
者
、
漁
業
者
と
も
に
生

活
が
困
窮
し
て
お
り
、
身
体
障
害
者

が
自
立
し
て
社
会
参
加
で
き
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
初
代
会
長
の
若
山
勇
氏
を

筆
頭
に
役
員
一
丸
と
な
っ
て
地
道
な

活
動
を
行
い
、
現
在
で
は
会
員
数
六

十
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
及
び
執
行
体
制
は
、熊
谷
会

長
を
ト
ッ
プ
に
顧
問
二
名
、副
会
長

二
名
、理
事
五
名
、監
事
二
名
、事
務

局
長
の
計
十
三
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
年
間
行
事
及
び
活
動
内
容

▼
総
会
・
役
員
会

▼
交
流
会
（
夏
）

▼
親
睦
旅
行
（
秋
）

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
宗
谷
管
内
大
会（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
参
加

▼
全
道
大
会
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
参
加

猿
払
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
Ｐ
Ｒ

同
協
会
は
、
関
係
機
関
か
ら
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
も
、
会
員
個
々
が

各
種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
を
基
本
に
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
猿
払
村
が
広
域
で
九
つ
の
集
落

が
点
在
し
て
い
る
た
め
、
会
員
が
一

同
に
会
し
て
行
う
事
業
に
つ
い
て
は

常
に
移
動
手
段
に
苦
慮
し
て
い
ま
す

が
、
会
員
の
協
力
に
よ
り
毎
回
多
く

の
参
加
を
得
て
、
夏
に
は
交
流
会
、

秋
に
は
親
睦
旅
行
を
行
い
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
頻
繁
に
行
な
っ
て
お
り
、
管
内
大

会
や
全
道
大
会
に
も
参
加
し
、
十
八

年
度
の
全
道
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

は
見
事
優
勝
す
る
な
ど
、
小
さ
な
協

会
が
成
し
え
た
快
挙
に
「
や
れ
ば
で

き
る
！
ま
た
頑
張
ろ
う
！
」
と
い
う

思
い
が
浸
透
し
ま
し
た
。

一
方
活
動
に
参
加
で
き
な
い
会
員

も
お
り
、
そ
の
方
々
へ
の
支
援
を
い

か
に
し
て
い
く
か
が
今
後
の
大
き
な

課
題
で
す
。
さ
ら
に
は
未
加
入
者
へ

の
加
入
促
進
を
行
う
な
ど
協
会
の
存

在
意
義
を
高
め
る
Ｐ
Ｒ
は
必
要
で
あ

り
、
将
来
へ
繋
げ
る
活
動
を
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

な
が
さ
き
大
会
参
加
者
募
集
中

○
日
程

五
月
二
十
一
日
�
〜
二
十
二
日
�

○
場
所

長
崎
市

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
他

○
参
加
費

一
人
二
千
円

※
大
会
に
合
せ
て
観
光
ツ
ア
ー
が
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

新
千
歳
空
港
発
着
三
泊
四
日
〜
長

崎
・
嬉
野
温
泉
・
平
戸
宿
泊

○
申
込
締
切
日

三
月
十
三
日
�

〔
申
込
み
・
問
合
せ
先
〕

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電
話
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
特
別

会
員
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
！

☆
加
入
資
格
〜
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
の
男
性
六
十
歳
、
女
性
五
十
五

歳
以
上
の
方

☆
入
会
金
〜
無
料

☆
年
会
費
〜
一
、〇
一
〇
円

☆
特
典
〜
会
員（
第
一
種
障
害
者
の

場
合
は
介
護
者
と
も
）の
特
急
料

金
等
が
二
〜
三
割
引
と
な
る
（
乗

車
券
が
二
〇
一
キ
ロ
以
上
の
場
合
）

但
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

お
盆
、
年
末
年
始
は
適
用
不
可

〔
申
込
み
・
問
合
せ
先
〕

各
地
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
又

は
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

��

��

�

�
由
仁
町

中
嶋
つ
ぎ
子

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

釧
路
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0
1
2

釧
路
市

松
橋

幸
子

3
4
5
0
6
�
7
8
9
�
:
;

�

�
芦
別
市

戸
原

寿
夫

<
=
>
?
@
A
B
C
�
D
E

豊
浦
町

木
村

謙
司

F
G
H
I
J
�
#
K
L
M

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
九
五
五
六

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

宗谷管内芸能祭（猿払村生活改善センター）

交流会（焼き肉パーティ）

親睦旅行（雄武町にて）

（２）（第６５９号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２１年２月２５日）




